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子多量体(HMW- VWFMs) は減少しているが、弁置換術後には HMW-VF の発現が回復
し消化管出血が軽快することから、その病因は大動脈弁狭窄部イ立に生じる高ず
り応力によって VWF が伸展構造となり、 ADMTS13 による切断をされた為に血栓
形成能が低下しているためと理解されている。本研究では重症大動脈弁狭窄症
マルチマー解析、 ADMTS13 活性ならび患者 9例の弁置換術前後の VWF 抗原量、
にフローチャンパ一法による ln vi tro での生理的血流下での血小板血栓形成解
析を行った。 VWF 抗原量は術前ならびに術後 1，8，15，2 日で平均値7師、 137% 、
これらの大21 話、 165 目、 140 唱と術後に増加することが初めて明らかとなった。
動脈弁狭窄症症例では1例も Heyd 症候群は併発してないものの VWF マルチマ
一解析では9例中 7例で術前に HMW-VFs が明らかに欠如していた。その結果、
VWF 抗原量は増加するにもかかわらずHMW-VF が減少するために、血小板形成能
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環器病学の進歩に
寄与するところが大きいと認める。
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